
(1) 昭和49年10月21日発行 ひニ じ か わ （第18号）

貯

蓄

が

育

て

る

心

の

ゆ

と

り

J
 

九
年
の
五
年
間
の
人
口
移
動
学
生
四
六

0
人

（
五
一
・
六

i

B

[
＼
い
[
[
宣
口
＋

l
i
h
〗
[
口
望

3
 

y
 

雰

こ
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ら
の
数
字
か
ら
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較
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度
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成
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と
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出
生
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死
亡
は
、
出
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が
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に
よ
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も
の
と
思
わ
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ま
す
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か
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五
七
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へ
と
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今
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度
の
小
学
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の
新
入
児
亡
に
な
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お
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ま
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滅
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出
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こ
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口
の
都
市
流
出
に
よ
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減
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内
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小
学
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入
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新
入
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去
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よ
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年
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老
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に
な
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か
も
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加
し
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い
る
に
も
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か
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学
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の
悪
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こ
と
、
ま
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生
活
安
定
資
金
、
世
帯
更
皿

か
わ
ら
ず
、
死
亡
数
が
少
な
い
ま
し
た
よ
う
に
、
私
達
の
町
は
一
良
か
っ
た
こ
と
等
聞
い
て
い
る

生
資
金
の
申
込
み
。

の
は
、
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療
制
度
の
発
達
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食
悲
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的
な
材
料
ば
か
り
で
は
あ
ア
と
長
男
も
真
似
を
し
て
健
ち
ゃ

た
め
、
山
村
で
あ
る
肱
川
町
で
ッ
ク
や
噴
霧
機
、
草
刈
機
、
ト

◎
生
活
安
定
資
金

生
活
の
改
善
等
に
よ
る
死
亡
率
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
私
達
は
ァ
ん
は
ガ
ム
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
買

の
税
収
入
は
そ
の
割
に
は
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。

い
て
ゆ
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勇
気
と
先
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残
し
勺
は
な
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ま
す
。
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伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

入
に
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維
持
管
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が
影
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皿
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財
政
の
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著
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し
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よ
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少
し
、
十
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比
べ
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よ
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り
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っ
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つ
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支
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で
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設
事
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、
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費
の
約
十
倍
が
最
高
で
、
そ
れ
町
の
生
活
環
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は
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型
へ
て
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ま
す
。

し
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変
化
し
ま
し
た
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の
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に
よ
っ
て
、
道
路
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逐
時
改
良
と
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し

て
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ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
過
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地
域
で
こ
れ
か
ら
先
十
年
の
変
匠
う
丁
と
訪
ね
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

窯
長
男
も
同
じ
こ
と
を
口
に
し

を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
延
長
も
自
動
車
は
二
世
帯
に
一
台
、
あ
る
私
た
ち
の
町
の
流
出
可
能
は
、
こ
れ
ま
で
の
十
年
と
は
比
デ
て
お
り
早
口
で
き
く
た
め
に
片

貸
付
金
の
枠
が
増
え
ま
し
皿

館
建
設
事
業
な
ど
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あ
り
ま
し
一
・
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と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ー
テ
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も
二
世
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に
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ず
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が
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な
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ほ
ど
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で
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し
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お
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ね
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は
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の
あ
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わ
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と
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。
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間
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農
業
構
造
改
善
事
帯
が
電
話
を
利
用
し
て
い
る
こ
は
じ
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
昭
ご
な
ど
を
聞
い
て
く
れ
る
日
だ
」

戦
乱
に
よ
る
殉
難
者
二
百
順
※
町
の
予
算
は
昭
和
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十
九
年
一
ま
す
。
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、
び
林
業
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改
善
事
業
や
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市
中
心
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策
の
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ら
、
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す
。
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い
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は
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を
ご
案
内
皿
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三
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の
話
し
を
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い
て
い
る

ま
す
。

の
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と

な

図

長
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て

話

し

を

し
て
、
午
前
九
時
三
十
分
頃
皿

ま
で
に
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霊
塔
へ
参
拝
し
、
皿

午
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十

時

か

ら
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民
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で
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な
っ

て
い
ま
す
。

悼
式
を
行
い
ま
す
。
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亡
を
持
ち
出
し
て
い
る
よ
う
で

農
家
の
粗
収
入
は
、
十
年
前

五

二
世
帯

字
。

こ
の
行
事
を
町
を
挙
げ
て

“

と
比
べ
て
ニ
・
一
倍
と
な
っ
て

(
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厳
粛
な
も
の
に
す
る
た
め
、

皿ー
~

疲
れ
る
こ
と
も
知
ら
ず
に
話

当
日
全
家
庭
に
お
い
て
半
旗

皿

い
ま
す
が
、
農
家
に
入
る
手
取
九
形
）
の

皿

L

し
て
い
る
う
ち
、
長
男
が
き
ょ

方
は
、
よ
く
遊
ん
だ
か
ら
お
菓

を
掲
け
、
午
前
十
時
か
ら
一

lll

り
の
伸
び
は
、
そ
れ
程
で
も
な
減
と
な
っ

学

を
買

っ
て
く
れ
と
要
求
を
し

分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い

し

圃

い

よ

う

で

す

。

て
い
ま
す

i

ま
す
。
一
日
の
出
来
事
か
ら
子

ま
す
。

皿

こ

れ

は

、

米

の

政

府

売

渡

し

が

、

．
公
民

価
格
が
二
•
四
倍
に
な
っ
て
い
館
報
（三
証
い
の
要
求
を
受
け
入
れ

る
側
に

な
お
半
旗
の
掲
げ
方
は
、
圃

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耕
転
機
十
九
年
七

i

な
り
、

二
人
分
の
お
菓
子
を
買

竿
の
冠
頭

（タ
マ
）
か
ら
少

が
農
家
四
・

五
戸
に
一
台
の
割
月
号
）
は
、

T

う
よ
う
に
約
束
を
し
て
子
供
達

し
下
け
て
国
旗
を
つ
け
る
と
111

n

ら
の
話
し
を
聞
く
日
が
終
り

弔
意
を
表
し
た
こ
と
に
な
り
いー

合

(

+

年

前

と

比

べ

て

約

三

三

十

四

年

・

カ

ご
ま
し
た
。

ま
す
。

11皿

倍

）
で
普
及
し
、
ま
た
、
ト
ラ
か
ら
三
十

広

報

メ

モ

表1. 10年の動向比較

項
I 

1 ．増えたもの

(1) 町の予舞 56,172千円 507,500千円

(2)税 収 入 21,352千円 58,755千下］

. ((43)) 道町-会路計延普長通（町-建-道設，事農業-林費道）
27,679千円 283,434千円
76, 102m 144,426m 

(5)果樹園面秩 61加 148加

(6) 栗告の政産璽府 （推計） 200 t 700 t 

(7) 米 売殷価格(60Kg.) 5,772円
6 31 433 百1,665 万千2円円円| 

11叫8団1―農自1農動家-家車粗所保得有収金台（軽入額数四-輪以上）

30223百0万千円円

138台

(11) テレビ契約{(台数）内 513台
カラー｝ (0) 

(12) 電話加入台数 453台
(13) 転運機 台 数 62台

2. 減ったもの

(1) 世 帯 数 1,270世帯
(2)人 口 6,046人 ・

(3)出 生 106人
(4) 死 亡 63人
(5)転 入 242人
(6) 転 出 415人
(7)小 学 生 890人
(8)中 学 生 577人
(9)農家戸数 949P 
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こ
の
十
年
間
に
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増
え
た
も
の
II

世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
変
っ
て
い
き
ま
す
。

た
と
き
、
中
居
谷
の

十
年
ひ
と
昔
も
、
今
で
は
、
一
年
ひ

と
昔
と
い

わ
れ
る
低
と
で
す
。

と
か
、

農
業
構
造
改
善
事
業

今
か
ら
十
年
前
の
昭
和
三
十
九
年
の
広
報
を
ひ
さ
し
ぶ
り
に
手
に
し

。
豊
作
の
栗
の
出
荷
体
制
の
充
実
を
。

き
、
農
業
の
将
来
へ
の
希

家
畜
品
評
会
の
も
よ
う

の
受
入
体
制
を
。
と
い
っ
た
農
業
に
つ
い
て
の
見
出
し
が
目
に
つ

で
波
及

い
ま
す
。

え
る
国
の
施
策
は
農
村
に
ま

望
を
う
た
っ
て

と
こ
ろ
が
、
十
年
た
っ
た
現
在
、
工
業
立
国
を
と
な

し、

農
村
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
た
い
へ

ん
ぎ
び
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
少
な
く
と
も
、
十
年
前
ま
で
に
は
、
あ
ま
り
さ
わ
が
れ
な
か
っ
た

11

日
稼
ぎ
II

II

出
稼
ぎ
W

が
大
ぎ
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
私
達
の
町
に
も
こ
の
十
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
、

し
た
。
私
達
は
、
こ
の
急
激
な
世
の
移
り
変
り
を
こ
の
目
で
た
し

か
め
、

の
人
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら

II

ひ
じ
か
わ
十
年
II

と
題
し
て
、

字
で
ひ
ろ
っ

て
み
ま
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
と
今
日
の
変
化
を
数

い
ろ
い
ろ
変
り
ま

そ
の
記
録
を
後
世

過
去
を
み
て
現
在
を
考
え

未
来
を
豊
か
な
も
の
に

表2.910年の動向
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肱川町企画調整室

電話肱川局 j20
印刷 ・ェヒメコープ印刷部

I~ 

7人
片山松太郎さん
谷田泰司さん

佐久保サダノ さん
堀川 チカさん
堀内 金村さん
藤原好江さん
楠野清逸さん

（死亡）
大 和
小藪
下敷水
瓜生谷

II 

中居谷
小藪

伍

鳥

髯

塁乞憮

字

♦ロ
ロ
ロ
ニ

>
云

“
 

表3. 10年間の主な出来事

年別 I 主 な 出 来 事

39 ．・ 綾肱（県井中母章体子江育福氏館祉死落連去成合会葬）

40 I・赤岩橋落成

41 I ・•．• 予肱第国子土川1次林調町査青小農学開年業校始構大校学造舎開改落善校成事業指定を受ける

42 ・．•• 肱農第第川集11電次期町歯話振林科業興（大開診谷村療造，所事改小業で善藪事指ぎ地定業る区指受）設定け置受るける

43 •・． 農肱町集］プ1|音電ル話頭ドー（で予ザき子ーる林睛地入区）設置

44 I ・:•農中国集道津小電昇学話格校（(鹿1閉97野校号川線，）岩一谷町地の区中）を設国置遁が走る一

46 I ・·•公伊イ民予ン館肱タ落ー川成ハ簡易イ（保ポ険ー保ト養Vセーンスタ）開ー催落成

47 I・町民プール竣工

48 I ．・． 肱農肱（ゾ川道川フ町菟中ト創線学ポ立新校ー3及グ0ル周工ラナ年事ソイ記始ドタ念夜まー式間る始典照ま挙明る行施）設でぎる

• 第第第町（宇民222和次次期運川農林動山地業業村場区構構振の．造興造整大改地備改谷善域善地事事の区業業指）定ははじまる49 ・ じ受まる
． をける
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f
J

苦
労
さ
ま
で
し
た
II

道

路

愛

護

デ

十
月
五
日
、

道
路
清
掃
の
奉
仕
作
業
に
ご
協
力
を
い
た

だ
ぎ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Smokid Clean 

生
活
環
境
を
よ
ま
し
た
が
、
標
語
愛
好
家
の
水

0
「
肱
川
を
よ
ご
す

く
す
る
町
民
運
動
池
時
茂
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
ま
い
や
」
の
合
言
葉

（
略
称
「
大
切
応
募
作
品
の
な
か
か
ら
十
点
を
（
道
の
尾
土
居
貞
丸
さ
ん
）

に
」
運
動
）
の
推

入
選
標
語
と
し
た
も
の
で
す
。

〇
よ
ご
さ
な
い
心
が

進

本

部

で

は

、

こ

入

選

標

語

は

、

み

な

さ

ん

に

つ

く

る

よ

い

環

境

の
運
動
の
標
語
を
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
本
（
「
大
切
に
」
運
動
推
進
本
部
員
）

募
集
し
て
い
ま
し
紙
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
「
ス
テ
〇
あ
っ
そ
こ
へ
捨
て
な
い
で

た
が
、
こ
の
仕
ど
ッ
カ
ー
」
と
し
て
各
家
庭
に
配
（
「
大
切
に
」
運
動
推
進
本
部
員
）

審
査
会
を
開
ぎ
、
付
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
町
〇
よ
い
家
庭
よ
い
習
慣
は

し

民

運

動

会

賞

品

の

鉛

筆

に

も

印

あ

な

た

が

手

本

親
し
み
や
す
、
も

の
十
点
を
入
選
標
刷
し
て
お
り
ま
す
。
（
「
大
切
に
」
運
動
推
進
本
部
員
）

多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
ぎ

0
な
ご
や
か
に
親
子
の

語
と
し
て
選
び
ま

ま

し

た

方

々

に

感

謝

い

た

し

ま

会

話

つ

づ

く

家

し
た
。

町
内
の
み
な
さ
す
。

（下
敷
水
城
戸
壽
賀
俯
さ
ん
）

入
選
標
語
は
次
の
と
お
り
で

0
匠
＜
匠
し
い
魚
か

ん
か
ら
応
募
さ
れ

、
っ
ば
、
、
る
小
川

た
作
品
は
六
十
九

。
す

し

し

し

（
「
大
切
に
」
運
動
推
進
本
部
員
）

点
に
お
よ
び
、
ど

の
作
品
も
ア
イ
デ
〇
公
共
施
設
は
み
ん
な
の

0
「
花
い
っ
ぱ
い
」

優
し
い
心
の
か
お
る
町

ア
を
生
か
し
た
優
秀
な
も
の

ば

も

の

で

す

大

切

に

（
汗
生
冨
氷
良
美
さ
ん
）

か
り
で
、

審
査
員
の
頭
を
痛
め
（
中
野
高
瀬
郁
子
さ
ん
）

〇
心
が
け
し
だ
い
で

自
然
も
よ
み
が
え
る

（
「
大
切
に
」
運
動
推
進
本
部
員
）

0
自
然
の
美
ま
も
る

こ
こ
ろ
に
明
日
の
町

（
「
大
切
に
」
運
動
推
進
本
部
員
）
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ご
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

大

谷

丸
川
勝
行
ち
ゃ
ん
（
一
年
三
ヵ
月
）

昭和49年10月21日発行

0カ番 ゃはめ愛り＜年八丸すくさり
ム多月目男んなてい‘ら三年川や‘をよお
ツののの °りいさよい力六勝と蚕しご口
生低末子 まるかち前月月行昼舎りしの
れ体つば せ時りよよ‘十ち寝のめ周ま
た重子か んは‘ちりち日ゃの架に囲わ
と児‘り '-----,歩足よ 生 ん時台‘のり
ぎ＾在の と寸でぎもうれ‘間の安人を
は二胎兄 おももま丈ど‘昭の上危 達ち
骨‘月弟 ばゆ目わ夫一生和主でまのよ
→ 三 数で あだがりに週後四はすこ、｀忙つ
皮五十四 ちんさ可な間—+‘やろしび

もさ可もて ひるの心てブ状本梵長 く開利ておも回厄 話と気ば
いん愛生い II とのほ配 ‘l態生と七現食始用いい順ミと栄 °心でか
りはいれたほ安でうし母プ‘え標六在べ‘さるつ調｝レん養 配育り
ま？’'てがん心はもた親 1こ‘準・体て偏れ乳きでクど法 しての
せ'--°く自と °な普がも'--と何体七重ぃ食ヽ児、五を母は たらよ
ん，1--,れ由は い通‘--,等ばで位茂ーるも五健町力補乳混 とれう
’'もあばに女かにど生 ももで ‘0 0な力康で月うで合 るで
°うとどなの '--発うれ単--,食歯胸・ <月相月に程―だ ぉだ--,
女女ちら子 と達にた語マベ牙囲二 何よ談々は度日け 母ろこ
ののらずを 今しかとが、ノらも四鍔 でりも実標‘ーれ さうれ
子おで‘ま でて知ぎ言 マれ十十‘ も離よ施準発 lど んかが
で子もでつ はい能はえ‘る二七身 よ乳くしに育二‘ の'--元

し親ゃ
つでんお
けす °守
の°では
大こも保
切れ保と
なか育ん
時らのど
期が主お
で幼役ば
す児はあ
°の両ち
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選

標

語

る

「
肱
川
を
よ
ご
す
ま
い
や
」
の
合
言
葉
な
ど

き

ま

／，．
 

スモーキン•クリ―ン街を自然を美しく

和
気
章
さ

ん
親
子
は
、

製
材
工
場
を

売
っ
て
、
父

親
の
貞
男
さ

ん
は
運
送
問

屋
を
は
じ
め

青
年
章
さ
ん

は
、
予
州
銀

••••••• 
一
親
の
意
志
継
い
で
三
十
年

i

ー
鹿
野
川
駅
長
和
気
章
さ
ん
ー

一
――

川
舟
や
筏
、
馬
車
な
ど
で

輸
送
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ

り
、
交
通

の
要
所
で
あ
っ
た

鹿
野
川
に
は
、
予
土
運
輸
k

k

（
昭
和
十
八
年
頃
廃
業
）

も
あ
っ
た
。

青
年
大
学
研
究
録
に
よ
る

と
「
川
舟
は
昭
和
十
三
年
頃

姿
を
消
す
。

」
「
昭
和
十
三

めもと 思輸る坂年
た行り終わ送か石 二
わけ‘戦れがら間月
けず私 後るは‘ '--'省
で‘は-, 0 じ卜運 営
すこ長親 めラ行バ
らの男父 らツ開ス
い仕でも れク炉
°事他ょと たに ー 大

ロヘただ切符を売るだけでなし上手な切

←を所そし 頃よと）11
、 符の買い方や道案内も教えてあげた
1’‘‘ い一ーとそのまこころはつきない和

そ 始 へ を とるあ I気さん

う
し
て
、
章
さ
ん
が
二
代
目

の
鹿
野
川
駅
長
と
な
っ
た
。

そ
の
当
時
は
、
国
鉄
の
委

託
を
受
け
て
人
と
荷
物
の
輸

送
を
扱
っ
て
い
た
が
、
昭
和

二
十
五
年
頃
、
公
共
性
の
強

い
こ
の
仕
事
は
個
人
で
は
で

き
な
く
な
り
、
日
本
交
通
観

光
社
の
下
請
と
し
て
現
在
の

業
務
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

業
務
内
容
は
、
取
扱
数
量

こ
そ
違
え
大
洲
駅
な
ど
と
同

じ
で
あ
り
、
年
中
無
休
、
全

て
の
報
告
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
年
二
回
の
帳
簿
の
検
査

も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
鹿
野
川
駅
と

同
じ
業
務
を
扱
っ
て
い
る
駅

は
、
南
予
線
で
は
、
野
村
駅

と
日
吉
駅
だ
け
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
一
日
五
十
数

回
発
着
す
る
バ
ス
の
昇
降
客

は
、
二
、
三
百
人
を
数
え
、

都
会
へ
出
て
い
る
子
や
孫
と

の
贈
答
品
な
ど
一
日
七
、
八

十
個
の
荷
物
を
扱
う
鹿
野
川

駅
で
あ
る
。

「報
告
も
の
や

帳
簿
の
整
理
は
夜
八
自
宅
で

や
る
ん
で
す
ら
い
」
と
、
淡

々
と
お
っ
し
や
る
が
、
そ
こ

に
は
、
貞
子
夫
人
の
暖
か
い

内
助
の
功
が
う
か
が
え
る
。

「
こ
の
仕
事
は
、
え
え
こ

しと 栗 い駄以の物賃切上ばろヽて送買 すんてにるのんる な人んと
のぎ鹿が鹿 な゚内 基はは符 ー ‘はありいさら で教駅お となのまーががへ
ば‘野山野 運の準十二を＾東つげ方方らい貰えのばこあはた °不 な収
れ 和 川 積 川 賃 荷 と 言 割 買 行 ー きた＾やに °うて名さろ-心 ‘入
る気駅み駅 を 造 な と 引 え く

泉—

さのさに 払りつ二きばと
なまい何‘ー←のあ前んへと細ー ：ゃツ

°造上上がげや等初嫁い初 めに
ん仕れは わをて十と‘ぎどせ ←

ん
り手手 生 る時にめいもめ れては

の事て‘ なすお舌な帰はへ 。と-たな ぎ と 間 は て だ の て まはな
人をい今 くれりがりり‘千 まヽを荷切 が‘を‘旅娘で旅 す地り
柄知た日 てば 基料‘の往舌例ごヽ教物符 い---,書 地行さす行 け域ま
がる °も よ無準金荷運復以えこヽえのの で喜い図すんけす・ んのせ

............................................................................................................................................ 

（
中
野
委
員
）

演
題

●
妊
娠
検
診

〇
幼
児
学
級

と
ぎ
十
一
月
二
十
五
日

十
三
時
三
十
分
1

十
五
時
三
十
分

と
こ
ろ

肱
川
町
公
民
館

講
師
聖
カ
タ
リ
ナ
短
大

講
師

天

野

糸
枝

先
生

幼
児
教
育
関
係
の

お
話

各
部
長
ま
で

ね
ず
み
退
治
は
、
全
戸
一
せ

い
に
行
わ
な
い
と
効
果
が
あ
り

き

十

一

月

十

五
日
、
十
三
ま
せ
ん
、
部
落
内
で
一
斉
駆
除

時
ー
十
五
時
の
励
行
を
。

）

ノ

●

町
か
ら
の
お
金
の
受
け
と
り

肱

li
町
公

は
農
協
の

「
口
座
振
替
払

民
館

い
」
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

R
乳
児
健
康
相
談

と

ぎ

十

一

月

十

八
日
十
三

時

ー

十

五

時

よ

る

水

没

、

大

規

模

な

地

辻

り

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館
と
大
ぎ
な
事
件
が
あ
っ
た
。
こ

対

象

生

後

ニ

カ
月
よ
り
畜
の
部
落
を
住
み
よ
い
部
落
に
し

誕
生
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
よ
う
と
い
う
熱
意
は
人
一
倍
に

そ

の

他

希

望

者

強

い

。

私

が

肱

川

へ

帰

っ

て

五

年
に
な
る
が
、
こ
の
間
に
、
山

首
、
硯
の
簡
易
水
道
工
事
、
山

鬱
ね
ず
み
駆
除
薬
品
の
あ
っ
せ

首
の
消
火
栓
防
火
水
槽
工
事
、

ん

肱
栄
農
道
舗
装
工
事
、
テ
レ
ビ

あ
っ
せ
ん
価
格

ア
ン
テ
ナ
受
信
工
事
等
が
実
施

一
袋

(-oog入
り
）

さ
れ
た
。
わ
ず
か
十
三
戸
の
部

四
十
円

落
だ
が
、
心
を
一
っ
に
し
て
部

申
込
期
限
十
月
二
十
七
日

落
を
愛
す
る
姿
は
美
し
い
。
こ

の
美
し
い
心
は
、
か
も
保
存

な
お
、
こ
の
日
は
動
脈
硬
化

II

あ
ん
た
は
、
ど
こ
な
II

と

ぎ

ら
実
に
久
し
い
、
毎
年
の
お
花
会
、
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
と
な
っ

の
原
因
に
な
る
と
言
わ
れ
る
コ
か
れ
る
。
II

肱
栄
部
落
ょ
II

と
答
見
は
、
部
落
の
人
全
員
が
集
て
、
か
も
の
餌
の
植
樹
、
国
道

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
検
査
と
血
液
え
て
、

11

あ
あ
そ
う
か
な
II

と
返
合
、
町
、

農
協
、
森
林
組
合
‘
―
九
七
号
線
添
い
の
草
刈
り
清

型
の
検
査
を
あ
わ
せ

て
行
な
ぃ

事
が
か
え
ら
な
い
こ
と
が
、
し
地
元
議
員
さ
ん
、
部
落
内
で
行
掃
、
観
賞
木
の
植
樹
を
行
い
、

。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け
ば
し
ば
あ
る
。
そ
ん
な
時
の
特
っ
た
事
業
の
施
工
者
等
、
お
客
肱
川
で
一
番
美
し
い
部
落
に
しヽ

動
脈
硬
化
と
は
、
動
脈
の
壁
し
た
り
、
病
気
で
輸
血
が
必
要
ま
す

厚
く
な
り
硬
く
な
っ
て
弾
力
な
と
ぎ
知
っ
て
い
る
と
便
利
で
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

．．．＂9

炉．．．．
’5

効
薬
は

、
さ
ん
を
ま
じ
え
て
盛
大
な
酒
盛
よ
う
と
す
る
姿
に
な
っ
て
し

部
落
の
酒
の
宴
を
ひ
ら
く
。

お

客

さ

ん

る
。

ぶ＂
．

之
の
み
の
横
は
、
た
と
え
一
日
の
花
見
で
あ
部
落
の
主
な
生
産
物
は
、
栗

さ
け
た
り
す
。
血

液

型

の

検

査

も

あ

わ

せ

’

し

ご

[

"'[

を
失
っ
た
状
態
で、

（
脳
出
血
）
つ
ま
っ
た
り
（
脳
て
行
な
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
虹
間
⑳
噂
這
疇
虚
喜
噂
旦

4
3
[
〗
綱
、
大
関
っ
て
も
部
落
の
住
民
で
あ
る

。

で
あ
る。
肱
川
の
栗
の
約
一
割

正

関

脇

、

小

だ

か

ら

、

私

の

部

落

の

人

を

生

産

す

る

。
生
活
の
土
台
と

血
栓
）
し
や
す
く
な
っ
た
り
す
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
は
受
け

日

る
こ
と
で
す。

て
く
だ
さ
い

。

査

□

～
T
7
~
7

～
心
地5~

[
•

な
る
栗
を
守
る
こ
と
で
も
部
落

J

.

 

動
脈
硬
化
の
原
因
は
ま
だ
わ
こ
れ
ら
の
検
査
は
結
核
レ
ン
検

00
叩
叩

DD
叩

叩

叩

DD

本
酒
飲
み
と
心
の
い
い
湛
い
旦
こ
丘
□
い

か
っ
て
い
な
い
点
も
あ
り
ます
ト
ゲ
ン
と
あ
わ
せ
ヤ
一
行
な
い
ま
麟
時
伽

5
乞

1
1
1
1伽
ー
直
ぼ
~
〗

ゞ

＇夕必',
'．ぷ",""＂＂ぃ

血

っ
た
と
ぎ
け
ば
、
部
落
の
人
々

浚
？
喬
，
り
仇
~
已
ビ
片
片

5

廿
り
ビ

片

5
h
h
?
r

ゎ

一ぃ

g

自
〗

"
5

が
、
血
管
の
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
す
。
料
金
は
い
ず
れ
も
無
料
で

ー
ー
一

’> 

結
と
順
次
は
、
お
客
さ
ん
扱
い
は
一
切
し
が
頭
を
寄
せ
合
い
、
な
ん
と
か

ー
ル
と
い
う
脂
肪
が
た
ま
っ
て
す
。

）

日

e

-（

日
日
日

I
I
8冷．
〗
•
〗
[
栄
紹

介
す
る
な
い。
歌
い
踊
り
あ
か
す
の
し
て
草
刈
り
を
、
栗
ひ
ろ
い
を

結

核

レ

ン

ト

ゲ

ン

は

ロ

ー

I
I
I
I
7
I
I
I
I

起
る
こ
と
が
は
っ
ぎ
り
し
て
い

8
 

2

2

2

 月

月

"DL.{
,、
肱

そ
う
し
た
だ
。
花
見
に
ま
つ
わ
る
珍
談
は
と
い
っ
て
手
助
け
の
相
談
を
す

テ

ま
す
。

ー

＿
1
1

立
口
'
[
図
〗

．
~
．

年

一

回

必

ず

／

ス

期

旧
レ

ー

ー

ら

溜

飲

を

＿一
年
を
と
う
し
て
部
落
の
語
り
る
の
だ
。

町
で
は
、

皆
さ
ん
の

コ
レ
ス

,＂'＂'＂'"' 

下
げ
て
‘
草
と
な
っ
て
翌
年
の
花
見
を
ま
今
、
部
落
で
も
新
旧
の
交
代

-',..
 

•• ．．
 
．．
 
ぐ
兄
・
・・・’

テ
ロ
ー
ル
を
検
査
し

て

、

今

後

結

核
レ
ン

ト
ゲ
ン
は
年
一
回
コ

ー
|

'

|

1

ー

し
ば
し
、
酒
の
み
談
義
が
は
づ
つ
の
で
あ
る
。
自
慢
ば
な
し
の
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
。
私
達

の
脳
卒
中
予
防
に
役
立
て
よ
う
必
ず
受
け
る

こ

と

に

法

律

で

定

，

所

館

場

前

館

館
一校
館

と
別
表
の
日
程
で
実
施

し
ま
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

砂

所

□民
□泉
民

□学
瓢
み
、
そ
の
人
と
暖
い
心
の
肝
が
第
一
に
酒
の
み
ば
な
し
を
し
た
は
、
肱
栄
部
落
の
自
慢
で
あ
る

川

結

ば

れ

る

の

だ

。

私
の
部
落
が
、
酒
は
人
の
心
を
結
ぶ
良
薬
心
を
育
て
て
く
れ
た
先
達
の
伝

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け
て

一
回
目
に
受
け

ら

れ

な

か

っ

ハ

谷

公

縫
温
公
林
＿小
町

統
を
守
り
、
さ
ら
に
住
み
よ
い

く
だ
さ
い
。

（
特
別
の
希
望
者
た
人
の
た
め

に
別
表
の
日
程
で
レ

場

居

山
和
藪
谷
子
谷
川

一
ー

は
、
酒
を
実
に
よ
く
飲
む
部
落
で
あ
る
。

、
ぎ
た
い
。

を
除
ぎ
四
十
才

以

上

の

人

）

行

な

い
ま
す
の
で
必
ず
受
け

て

核

中

正

宇

小

岩

予

大

肱

血
液
型
は
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
く
た
さ
い
。

結

一

と
、
お
墨

つ
ぎ
を
も
ら
っ
て
か
私
の
部
落
は
、
ダ
ム
建
設
に
部
落
に
し
て
し

•• 

｀`
 

行
（
現
在
の
伊
予
銀
行
）
へ

入
社
し
た
。

昭
和
十
四
、
五
年
の
こ
と

で
あ
る
。

現
在
の
鹿
野
川
駅
は
、
こ

の
と
ぎ
開
業
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

当
時
、
ま
ゆ
、
か
じ
、
み

つ
ま
た
、
木
材
等
の
産
物
は

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
」

「
血
液
型
検
査
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

一とこ
ろ

と

•••

t• 

同募
目標 175,000円
ご協力ください。


